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議案第１５７号

指定管理者の指定について
（大津市リサイクルセンター木戸）
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令和７年１２月１１日
環境部廃棄物減量推進課

令和７年１１月通常会議 生活産業常任委員会
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施設の名称 大津市リサイクルセンター木戸

所在地 大津市木戸２９番地の３

開所年月 平成２５年４月

建築構造 鉄筋コンクリート造 ２階建て

敷地面積 ２，３１６㎡

延床面積 ７７５㎡

大津市リサイクルセンター木戸は、資源の有効利用と廃棄物の減量の促進、地域コ

ミュニティの活性化を図ることを目的として、平成２５年４月に開所しました。

令和５年８月１日からは、指定管理者制度を導入し、大津環境テクノロジー(株)が指

定管理者として管理運営しています（指定期間：令和８年３月まで） 。

主な事業は、３Ｒ教室、リユースコーナー、貸室であり、年間約２０００人程度が利

用しています。

施設の概況
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選定委員会の開催経過

時 期 内 容

7月 2日(水)
第１回環境部指定管理者選定委員会
（申請要項・仕様書・選定方式［非公募］・評価項目等の審議）

7月25日(金) 大津環境テクノロジー㈱に指名通知

8月18日(月)

指定管理者指定申請書を受理

9月 9日(火)
第２回環境部指定管理者選定委員会
（ヒアリング実施、審査、採点結果の報告及び候補者の決定）

団体名等
大津環境テクノロジー株式会社 取締役社長 迫田 康隆
大津市膳所上別保町７８５番地の１

事業計画
（要旨）

管理の基本方針、安全管理・リスク管理・緊急時の対応、
サービス向上策、利用促進、経費の縮減等

指定管理料
見積額

４７，８６５千円（３年分）



Lake Biwa

Otsu City 4

第１回選定委員会において

非公募で指名した理由

大津環境テクノロジー株式会社は、本市における資源の有効利用と廃棄物減量の促進に

係る啓発事業を、南部地域にあっては、ごみ処理施設の管理運営業務に係る本市との契約

に基づき、環境美化センターを拠点に実施し、また、北部地域にあっては、リサイクルセ

ンター木戸の指定管理者として実施している。

同社は、同業務を通じて市内のごみ処理の現状に精通しているとともに、同業務の期間

が今後１０数年と長期間に及ぶことから、本市域内のごみ処理の実情や長期的な観点から

市内のごみ処理の課題等を踏まえた啓発事業を実施することが期待できるため、効率的か

つ効果的に施設設置目的を達成し、その機能を最大限に発揮するためには、同社に管理を

担わせることが適当である。

これらの理由により、効率的な運営及び効果的な啓発事業の実施を図ることが期待でき

るため、同社をリサイクルセンター木戸の管理を行わせようとする法人等として指名する。
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事業計画（概要版）

～管理の基本方針～

市民の「３Ｒ意識の高揚が推進されること」、「利用の満足度が向上すること」を目指

すとともに、大津環境テクノロジーが運営を担うごみ処理施設２施設での最新の廃棄物処

理状況を踏まえ、効果的に大津市環境美化センターの啓発施設とも連携、連動しながら、

市内全域的にごみ減量と３Ｒ意識の底上げを図る。

さらに、再生可能な資源である木材利用に関する啓発として、令和８年度から木工芸教

室等の事業計画を追加する。
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事業計画（概要版）

～危機管理体制～

１ 日常時の安全管理について

① 施設内美化の保持と共に、基本的な感染症対策を実施し、感染予防を徹底する。

② 施設及び設備の維持管理業務を委託する業者と緊密に連携し、常に安全管理に気を配る。

③ 施設の維持管理、保全にあっては、関係法令等を遵守し、適切に実施する。

④ 職員間で連携し、異常発生時には即時対応できる体制を整える。

２ リスク管理について

① 消防計画に基づき年１回以上避難訓練を実施し、災害発生時に備えていく。

② 緊急時対応マニュアルを作成し、マニュアルに従い、災害発生時に全職員が適切に対応

する。

③ 館内の危険箇所を可視化して、日常的に点検等を実施するとともに、不備箇所は速やか

に修繕等の対応策を行う。
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事業計画（概要版）

～危機管理体制～

３ 緊急時の体制について

① 緊急時対応マニュアルを作成し、マニュアルに従い、災害発生時に全職員が適切に

対応する。

② 大津市及び近隣市町において大規模災害等が発生した場合は、避難者の受け入れ等、

大津市の指示に基づき必要な体制等を構築する。

４ 文書の管理・保管について

① 文書は会計年度別に編纂の上、指定管理期間中適切に管理・保管する。

② 重要文書については、非常時に直ちに持ち出せるように準備をする。

５ 個人情報保護について

① 個人情報保護法及び大津市個人情報保護法施行条例に基づき、適正な管理体制を

構築する。

６ 情報公開の推進について

① 文書公開の申出を受けた場合は、大津市情報公開条例に準拠し、適切に対応する。
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事業計画（概要版）

～施設管理実績・人員配置・研修～

施設名・所在地 主な業務内容 期間

大津市リサイクル
センター木戸

３Ｒ啓発施設の管理運営
令和５年８月１日

～令和８年３月３１日

大津市環境美化
センター

ごみ処理中間処理施設の
管理運営

令和２年４月１日～
令和２３年３月３１日

大津市北部クリーン
センター

〃
令和４年４月１日～

令和２４年３月３１日

人員配置
【所 長】１名 （非常勤）
【事務員】２名 （常 勤） 計３名

研修計画
北部クリーンセンターで開催する接遇教育、もしくはWeb会議形式の接遇教育にて研修を行う

施設管理実績
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事業計画（概要版）

～施設運営～

１ サービス向上策について

利用者へのヒアリング等により、より利用しやすくなるよう、サービス向上、内容の充実に

努めていく。

２ 利用促進の方策について

ごみ処理施設２施設の見学者に３Ｒ教室の案内をすることや、貸し会議室の周知を行うため、

チラシ等を作成する。また、３Ｒ教室で委託する講師に、各自の活動等において周知を依頼す

る。

３ 利用者の声の反映について

利用者にヒアリング等を行い、市民がより利用しやすくなるよう、可能な範囲で改善してい

く。
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事業計画（概要版）

～指定管理料～

経費の縮減策について

ごみ処理施設での接遇教育の活用や、ごみ処理施設の運営に伴うスケールメリットを活用す

る等、指定管理料の範囲での適正な運営に努める。

また、新しく実施する木工芸事業については、原則として大津市環境美化センターの受託業

務の啓発業務として実施する。材料費等が発生する場合は３Ｒ啓発業務と同様に参加者から実

費程度徴収する。指定管理料からの充当は、一部の備品購入および消耗品等に限定した使途を

見込んでいる。

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 合計

指定管理料 １５，９５５ １５，９５５ １５，９５５ ４７，８６５

（単位：千円）
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選定基準
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選定結果

合 計

配 点 １２０点／人

満 点 ６００点 ※審査員５人

（最低水準点） ６０％（３６０点）

得 点 ４３４点

審査（評価）の
視点・重みづけ

安定的な運営（管理の基本方針、リスク管理、緊急時の体制、人
員配置ほか）、サービス向上及び社会貢献、経費の縮減の３分野
にわたり評価。特に「管理の基本方針」に重点（80点／120点）。

■ 選定理由
施設の設置目的及び管理運営に関する基本的な考え方を十分に理解しており、本市

のごみ処理施設管理運営の経験と実績を活かし、効果的な事業の運営が期待できる
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